
　
寺
田
公
民
館
は
、
付
近
に
寺
田
小
学

校
や
寺
田
保
育
所
が
あ
り
、
西
根
寺
田

の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
西
根
歴
史
民
俗
資
料
館
が

隣
接
し
て
い
て
、
資
料
館
で
は
、
県
指

定
文
化
財
「
瑞ず

い
か花
双そ

う
お
う鳳
八は

ち
り
ょ
う稜
鏡き

ょ
う」
な
ど

の
貴
重
な
資
料
を
見
学
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
寺
田
公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
人
気

の
あ
る
事
業
は
、
成
人
講
座
「
自
然
を

歩
こ
う
」
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
中
級
以
上
の
５
つ
の
山
に
登

り
ま
す
。
毎
回
参
加
者
が
多
く
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
で
す
。
25
年

度
も
、
６
月
２
日
㈰
の
七
時
雨
山
登
山

を
皮
切
り
に
、
自
然
を
楽
し
む
講
座
を

開
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
寺
田
公
民
館
（
☎

７
７
・
２
０
２
４
）
ま
で
。

楽
し
い
こ
と
　

見
い
〜
つ
け
た

寺
田
公
民
館
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毎年七時雨山に登山（24年６月３日）

　
今
回
か
ら
、
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
興

味
が
あ
る
内
容
を
見
つ
け
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保健のひろば
☎・内線1176　市役所健康福祉課 子育てNEWS

☎・内線1151　市役所地域福祉課

教振のススメ
文責：市教育振興運動
　　　推進協議会事務局

　
風
し
ん
（
三
日
は
し
か
）
の
予

防
接
種
、
皆
さ
ん
は
お
済
み
で
す

か
？

　
現
在
、
国
内
で
は
、
風
し

ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
患
者
数

は
、
こ
と
し
3
月
ま
で
で
、
既
に

昨
年
の
年
間
患
者
数
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
風
し
ん
の
症
状
は
、
微

熱
や
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
・
発ほ

っ
し
ん疹

な
ど
で
、
患

者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
通
じ
て

広
が
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
女
性
が
、
初
め
て
風

し
ん
に
か
か
る
と
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、
白
内
障
や

緑
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難
聴

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
、
風

し
ん
の
罹り

か
ん患

を
防
ぐ
た
め
に
は
、

予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
妊
婦
さ

ん
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

・
妊
婦
の
夫
や
家
族

・
10
代
〜
40
代
の
女
性

・
産
後
、
間
も
な
い
女
性

で
抗
体
が
な
い
方
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
任
意

の
予
防
接
種
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　
1
歳
児
、年
長
児
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
。
時
期
を
逃
さ
ず
に
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

風
し
ん
が
流
行
中
。
予
防
を
忘
れ
ず
に
！

❷　

　
市
は
、
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
産
前
・
産
後
の
妊
産
婦
は
、
日

常
生
活
で
負
担
や
不
安
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、
昼
間

の
家
事
な
ど
の
援
助
を
受
け
ら
れ

な
い
家
庭
へ
、
訪
問
に
よ
る
支
援

を
行
い
、
子
育
て
の
手
助
け
を
す

る
の
が
、
事
業
の
目
的
で
す
。

　
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
料
金
　
無
料

■
サ
ー
ビ
ス
内
容
　
家
事
援
助

（
炊
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
）

や
育
児
補
助
、
病
院
や
健
診
へ
の

付
き
添
い
な
ど

■
利
用
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
の
間（
日
曜
、
祝
日

と
12
月
28
日
か
ら
翌
年
1
月
4
日

ま
で
を
除
く
）

■
そ
の
他
　
▽
既
定
の
利
用
回
数

を
超
え
た
場
合
、
受
託
業
者
に
直

接
依
頼
し
、
実
費
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
▽
確
認
事
項
の

用
紙
の
内
容
を
確
認
し
、
署
名
欄

に
記
入
と
押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
託
事
業
者
　
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西

根（
☎
7
0
・
2
1
8
1
）

子育てヘルパーの
派遣を行っています

氏　名 職　　種 担当地区
松尾淳子

保 健 師

全地区
高橋悦子 平舘・寺田
工藤千歳 田頭
渡辺夕夏 松尾
種市恵美 安代
伊藤千晶 大更
田口洋二 大更
田村順子 管理栄養士 全地区
髙橋稔耶 事　務
畠山亜希子 こころの相談員

◆　教育振興運動の始まり　◆
　「教育振興運動」とは、「学校、家庭、住
民などが総ぐるみで、地域の教育課題の解
決に自主的に取り組む」ことを目指した岩
手県独自の教育運動です。
　それでは、この『教振』（「教育振興運動」
の略称）はいつから始まったのでしょうか。
　実は、大変長い歴史のある運動です。昭
和30年代後半、本県の児童の学力は、全国
に比べると低い水準でした。そこで、当時
の県の教育長・故 工藤巖氏が、岩手の児
童・生徒の学力を地域ぐるみで向上させよ
うと考え、「教育振興運動」を提唱しました。
　そして、昭和40年、県内各地で学力の向
上のための読書運動や、子どもに勉強部屋
（勉強机）を持たせる運動などが、主に学校
を中心として始められました。中には、「地

域ぐるみで子どもを立派に育てよう」とい
う高いレベルの住民運動にまで発展させた
地域もありました。
◆　県の教育環境に大きく影響　◆

　運動が定着した昭和40年代後半からは、
「児童・生徒の教育成果の向上」という重点
課題を、「学力の向上」（知）、「健全育成」
（徳）、「健康と安全」（体）の３つの観点に分
類し、運動を広域化して、市町村単位で行
うようになりました。
　以後、この運動は、教育水準の向上、子
どもの健全育成、家庭や地域の教育力の向
上など、県の教
育環境の整備・
充実の面で、大
きな役割を果た
してきました。

利用対象者 利用期間 利用回数と時間

母子手帳交付後の
妊婦がいる家庭

母子手帳交付
後から出産予
定日まで ６回とし、１回当たり

２時間以内
１歳未満の乳児が
いる家庭

１歳になる前
日まで

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る世帯、または３
歳未満の子がいる
ひとり親家庭

双子以上の出
産やひとり親
世帯などの場
合は出産後３
年まで

１歳になる前日までに
６回。１歳から２歳に
なる前日までに６回。
２歳から３歳になる前
日までに６回

（前列左から）畠山亜希子、高橋稔耶、松尾淳子、
田口洋二、高橋悦子、（後列左から）工藤千歳、
田村順子、渡辺夕夏、種市恵美、伊藤千晶

健康推進係、25年度新体制でスタート
（保健師の担当地区が下の表のとおり変わりました）
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